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四万十地域より

お問い合わせ先　高西営農経済センター　営農指導課　担当 山﨑
TEL.0880－22－5179　FAX.0880－22－5177

ショウガの土壌消毒について
≪ショウガ栽培における土壌消毒の必要性≫
　ショウガ栽培には根茎腐敗病をはじめとする土壌伝染性病害がいくつかあり、その発生程度によっては、収穫皆無になってし
まったり、翌年同じほ場で栽培することができなくなることもあります。
　これらを防止するためには、植え付け前の土壌消毒の実施が必要不可欠な手段であり、防除効果を高めると同時に薬害防
止に気を付けることも重要になってきます。
　今回は、土壌消毒剤の中でも比較的使用しやすい、ダゾメット粉粒剤（商品名：バスアミド微粒剤またはガスタード微粒剤）
の使用に際してのポイントは以下のとおりです。これから土壌消毒を実施するにあたり参考にしてください。

【土壌消毒剤：ダゾメット粉粒剤の特徴】
①刺激臭が少なく使いやすい　②粒剤なので散布が簡単
③広範囲の土壌病害・線虫類に効果があり、雑草処理にも有効

注意点
●土壌の水分に反応して効果を発揮するため、処理時には土を握って塊が崩れない程度の水分状態がベスト
●ガス抜きには、10～14日と比較的長い期間が必要
　※薬害回避のために、被覆資材除去後に一定の降雨にあてることや、発芽テストを行うことも有効

ショウガ ・根茎腐敗病
・一年生雑草

30～60㎏/10アール
※１年生雑草が対象の
場合は20～30㎏/10アール

定植
21日前まで

１回
所定量を均一に
散布して

土壌と混和する

使用方法使用回数使用時期使用量対象病害虫等登録内容

お問い合わせ先　高西営農経済センター 津野山経済課
     TEL.0889－62－3501

津野山地域より

　令和５年の統計によると、国内において農業機械作業に係る事故は303件発生し、そのうち
乗用型トラクターによる事故は98件で、61人が命を落としています。（農林水産省調べ）
　乗用型トラクターを走行中、ほ場や道路から転落する事故が多くを占めており、慣れた作業
であっても事故防止のための注意が必要です。

①作業機を上げます　　　 ②昇降部の油圧ロックを掛けます
③駐車ブレーキを掛けます　④エンジンをＯＦＦにします
⑤ブロック等を作業機の下に入れて、支えにします

 ●作業機の下は危険
　トラクター作業中にロータリーなどの作業機から異音がすると、慌てて機械
の中や下をのぞき込みたくなります。
　これは非常に危険ですので、必ず安全な状態にして、点検整備を行いましょう。
　作業機を点検する際は必ず以下の対策を実施してから行ってください。

 ●シートベルトを着用しましょう
　安全・キャブフレームのあるトラクターでもシートベルトを着用しなければ、
転倒した際に身体が固定されないため、身を守ることができません。

農作業機械
使用の注意点

①ほ場へ出入りする　　②移動走行する
③傾斜地で作業を行う　④畦を乗り越える

 ●道路走行時の左右ブレーキ連結
　乗用トラクターのブレーキは、左右が分かれているため小回りが効き便利です。
しかし、ほ場からの出入りや、道路走行時に連結操作を忘れ、転落・転倒する
事故が多く発生しています。
　そこで作業中の以下のような場面では忘れずにブレーキ連結を確認しましょう。

トラクター編




